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問題と目的
評価懸念 (iear of negative evaluation)とは，
まわりからのネガテイプな評価への不安，お よ
びネガティブに評価されるのではなし、かという
予淵jへの不安の程度であり (Watson& Friend, 
1969). 不適応傾向と密接に関連する とされて










前 2008:臼倉 ・濱口， 2014)。例えば，宮前
(2008)は， 評価懸念の高い子どもは， 周囲の人
からl:交性が高いと評価されることが多いと指

































適応傾向と関連する場合 臼倉 ・濱口 (2015a)
の知見に基づくと ．友人関係における積極的な













































埋論（achievement goal theory) 1) を適印した































のI椋が考えられてしヽる (Elliot& Harackiewicz, 
1996)。また．逹成 1l l吹J叶！溢は，友人関係なと社公
的場面にも適川ij能であるとさiしてし＼る (Dweck
&I父ggett,1988; 桜）/:. 199S) o 
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変数名 M(SDJ {l f系数
相関分析の鈷果
＂ ， 2 3 4 5 6 7 8 
l友人（こ対する 602 2 73 (I 12) 91 .07 Jが_）＊ ＊ 34 * * 46*亭-l l・1 -25 * * -3 9• • 55* * 
評価懸念
2 i-tiさ (1'.)!~i\ ,i堂
597 3 47 (0.59) 82 12 i 49** 21・*° l.:i r*・ 34 * . 23*' 31 .. -09 接近目標
3 tl.i';!'ド）！熟:i窒
599 3 16 (0 (:i]) 72 _-:,叩_）＊＊ 47 ＊＊ .39 *• 37•• b r** .07 10・1― l D l 
詞避I標
4ネI:会的遂行
601 2 29 (0 72) .82 24 * * ,13 ＊＊ 3"'I ** 59• * 08 .13* 0:3 06 1及近 1'.li票
5社会的遂Ii
597 2 30 (() 82) 75 31亭＊ 23* * . 3、~、、•• .62*• _(J-1 -08 -16 23* * 
回避I廿票
6深さ 597 3 39 (0 54) 78 14 * J')・.3＊＊ 19** .18* * 15* 40** 37 * * -19* * 
7 Iよさ 606 3 66 (1.07) 69 -08 32** l:3* 19 *~ .01 39*' 48** -.42** 
8充実感 599 :3.27 (0 65) 85 -19* * .46 * * 20・ • 30*• 09 33• * 48** -.60*• 
9孤独感 604 173 (()75) 90 52* * -.11'! 0:3 04 23*' 01 -2]** -4,1** 
**p< 01,*pく 05,i" p< lO 








SD (1.10) (1.10) 
ネl会的熟送接近1,椋 M 3.42 
3.56 
SD (0 62) (0 47) 
ネI:公的熟迄@避H襟
M 3.22 3.01 
SD (0.50) 
礼:fti'lり達名fiす妾i圧I籾'.
M 2.22 2.15 
SD (0.67) (0.69) 
ネlご貪化）辻とhE1!j撻le!料'{ M 2.00 2.23 
SD (0.74) (0.80) 
深さ
M 3 32 3 34 
SD (0.57) (0.51) 
広さ
M 3.76 3.77 
SD (0.94) (1 10) 
充実感
M 3.32 3.23 
SD (0 57) W.68) 
狐独感
M l 60 1.76 














年（中学 l ／中学 2年生／中学 3年生）と
性別（男子／女子）の 2要因分散分析を行った
(Table 2)。その紹果友人に対する評価懸念
は，性別 (F(l,595)= 21.80, p < .Ol, rJ三=.04)の
』IJ且I選訳の結果，友人とのつきあしヽ）;'I↓度 ({!r藤，




1j学2i/:!t 1―iヽ'f3 11JL 
男r- 女f- 男r 女+
2.45 3.06 2.12 2 85 
(l. l l) (I l :3) (0 99) (l 06) 
3 35 :3.57 3.26 3.65 
(0.62) W.58) (0 68) (0 46) 
3.12 3.25 3.06 3.21 
(0 66) (0.59) (0.64) (0.52) 
2 46 2.29 2.13 2.27 
(0 7/4) (0.69) (0 78) (0.73) 
2.:36 2.38 2.04 2.bl 
(0.85) W.81) (0.76) (0.73) 
3.37 3.36 3.46 3.51 
(0 57) (0.50) (0.58) (0.51) 
3.57 3.61 3 63 3.77 
(1.17) (1.08) (0.95) (l.01) 
3 29 3 29 3.24 3.29 
(0 70) (0.65) (0.65) (0.59) 
1.68 1.77 1.69 L 87 




24.16, p<.Ol, J1 = .04)の主効果が有意であり，
女子のほうが男子よりも高得点であった。
社会的熟達回避目標は，交互作用か有意で
あった (F(2,592)= 4.53, p < .05, ゲ=.02)。単純
主効果検定の結果，社会的熟達匝避目標は，巾
学 1年生 (F(l,592)=4.15, p<.05, r; ―) = .03) と












あった (F(2,590)= 5.85, p< .01, r;l = .02)。単純
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主効果検定の結果．社会的遂行回避目標は，中
1年生 (F0,590)= 2.91, p<.10, 17―"= .02) に
おける性別の主効呆が有意傾向であり，女子の
ほうが男子よりも高得点であった。また，
3年生 (F(l,590)= 18.24, p<.01, が=.12)にお
ける性別の主効果が有意であり，女子のほうが
男子よりも高得点であった。















社会的熟達回避目標 (r=.32, p<.01), 社会的遂
行接近目標 (r=.24,p<.Ol),社会的遂行回避目
標 (r=.31, p<.01). 深さ (r=.32, p<.05), 孤
独感 (r=.52, p<.01) との間に有意な正の祖関
が見られ，充実感 (r=-.19, p<.01) との間に
有意な負の相関が見られた。女子では，社会的
回避目標 (r=.32, p < .01), 社会的遂行接
近目標 (r=.34, p< .01), 社会的遂行回避目標
.46, p<.01). り瓜独感 (r = .5, p < .01) との
間に有意な正の相関が見られ，深さ (r=-.25, 
p<.01), 充実感 (r=-.39, p<.01) との間に有
意な負の祖関が見られた。
また，社会的達成目標のド位尺度間に正の相






























ルの適合度指標は， x: (15)=102.04 (p<.05), 








































測定小変モデル .93 .08 276.67 158.67 19 
i: 1) 配附不変モデルは，';~'介／！闘約を諜さなし、モデル
注 2) j屑測定不変モデルは，変数間のJりス係数に咋値；i翡約を諜すモデル




















社会的熟達回避目標 (f]= .29/.34, p < .01). 社
会的遂行回避目標 (/J= .37 /.41, p< .01)と正の
関連を有していた。また，充実感 (/3= -.24/ 
-.26,p<.Ol)と負の関連．孤独感 (/J= .50/.51, 
p<.01) と正の関連を有していた。
目標は．深さ (/3= .35/ .3, p 
<.Ol) と広さ (/J= .28/.23, p < .01) と正の閃
連を有していた。また，社会的遂行楼近目標は
広さ (/3= .21/.19, p<.01) と正の関連を有し，
社会的遂行回避目標は広さ（り＝―.22/-.21, p 
<.Ol) と負の関連を有していた。
最後に．深さは．充実感 (f]= .22/.21, p < .01) 
と正の関連を有していた。広さは．充実感
(f] = .35/.41, p<.01) と正の関連を有し，弧独
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